


参加者61人
環境団体、造園業、建設業、製
造業、通信業、都市コンサルタ
ント、金融機関、官公庁など業
種を問わず参加

さいたま市、所沢市、戸田市、入
間市、新座市、白岡市、吉見町

㈱アイコム、飯能信用金庫、㈱武
蔵野銀行、埼玉県生態系保護協会
ほか6団体

㈱アイコム、埼玉ハンノ
ウ大学、トラスト地ボラ
ンティアスタッフほか

入間市









位置：首都圏の北西約40km圏、埼玉県南端の中央

人口：144,732人（令和６年１月１日現在）

面積：44.69ｋ㎡（東西9.3km、南北9.8km）

加治丘陵：市域の北西部に位置する約460haの丘陵

加治丘陵の概要 里山、まちのシンボル、原風景 ⇒保全・活用
●加治丘陵さとやま計画 H10.3～

計画区域424ha 5つの区域に分け保全・活用の推進

●（仮称）加治丘陵さとやま自然公園見直し計画 H20.7～
110.2haを都市公園として整備予定

加治丘陵の抱える課題
課題① 行政の財政事情

⇒財政事情により公有地化、活用、維持管理の見直しが必要

課題② 山林管理の担い手不足

⇒活動団体が高齢化、活動資金不足等で減少傾向

課題③ 未活用資源の増加

⇒山林更新や維持管理の滞り、伐採木の残置等、里山が循環的に

活用されていない



今後の事業化への展望
例）ナラ枯れ材を薪やチップに加工し活用

・丘陵内からの持ち出し、加工コストが課題

・市有地の木材を引渡すための制度整備が必要

企業からの主な意見

・活動を通して地域貢献、環境保全活動に取り組むきっかけとしたい。

・間伐材やナラ枯れ材を活用する取り組み、未活用地に遊び場整備など

集客や知名度アップに有効活用ができないか？

・長期的に取り組める＝収益化が一定見込める活動が望ましい。

里山の保全・活用のバランスをとりながら、

企業、地元団体、学校等と横断的な活動協力を検討
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